
天
徳
寺
所
蔵
■
伊
予
国
造
家
　
越
智
姓
河
野
氏
系
譜
」
に
つ
い
て

川
　
岡

勉
　
・

田
　
中
　
弘
　
道

は
じ
め
に

こ
と
に
し
た
い
。

　
松
山
市
御
幸
の
天
徳
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
名
刹
で
あ
り
、
当
寺
に
は
中
世

か
ら
近
世
・
近
代
ま
で
の
歩
み
や
伊
予
の
地
域
史
に
関
わ
る
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
二
巻
（
乾
巻
㌔
坤
巻
）
の
巻
物
に
収
録
さ
れ
て
い
る
十
七
通
の

古
文
書
（
天
徳
寺
文
書
）
に
つ
い
て
は
、
川
岡
が
昨
年
度
の
本
誌
第
4
号
に
内
容

を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
（
以
下
、
前
稿
と
す
る
の
は
こ
の
論
文
を
指

ハ
ユ
　

す
）
。
本
稿
で
は
、
同
じ
く
天
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
「
伊
予
国
造
家
　
越
智
姓
河

野
氏
系
譜
」
に
つ
い
て
紹
介
を
行
う
（
以
下
、
本
「
系
譜
」
と
す
る
の
は
、
す
べ

て
こ
れ
を
指
す
）
。

　
「
伊
予
国
造
家
　
越
智
姓
河
野
氏
系
譜
」
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
知
ら
れ
る
通

り
、
中
世
伊
予
の
武
家
で
あ
る
河
野
氏
の
系
譜
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

「
系
譜
」
は
『
管
厚
軍
学
』
と
い
う
合
本
の
中
に
あ
り
、
「
伊
予
国
造
家
　
越
智

姓
河
野
氏
系
譜
」
と
い
う
表
題
を
含
め
て
十
二
帳
か
ら
な
る
和
綴
じ
本
で
あ
る
。

天
徳
寺
資
料
が
門
外
不
出
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
寺
外
に
本
「
系

譜
」
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
伊
予
史
談
会
文
庫
（
愛
媛
県
立
図
書
館

蔵
）
に
は
「
天
徳
寺
本
河
野
系
図
」
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
『
愛
媛

県
編
年
史
』
や
『
松
山
市
史
料
集
』
に
も
活
字
化
さ
れ
て
い
る
が
、
本
「
系
譜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
こ
の
系
図
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
伊
予
国
造
家
　
越

智
姓
河
野
氏
系
譜
」
の
全
体
を
翻
刻
し
、
今
後
の
河
野
氏
研
究
の
前
進
に
供
す
る

二
　
「
伊
予
国
造
家
　
越
智
姓
河
野
氏
系
譜
」
の
諸
特
徴

　
伊
予
河
野
氏
に
関
し
て
は
、
各
種
の
系
図
・
系
譜
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
続
群
書
類
従
』
系
譜
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
越
智
系

図
」
「
河
野
氏
系
図
」
や
、
『
群
書
類
従
』
合
戦
部
に
収
録
さ
れ
た
「
予
章
記
』
冒

頭
の
「
河
野
系
図
」
で
あ
る
。
河
野
氏
の
家
譜
類
と
し
て
は
、
『
予
章
記
』
の
ほ

か
に
『
予
陽
河
野
家
譜
』
や
『
河
野
家
譜
築
山
本
』
な
ど
が
あ
り
、
『
河
野
家
譜

築
山
本
』
は
系
図
に
本
文
と
古
文
書
を
書
き
入
れ
る
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
「
河
野
系
図
」
と
称
す
る
系
図
は
、
前
述
し
た
天
徳
寺
本
の
ほ
か
、
上
蔵

院
本
・
善
応
寺
本
・
長
福
寺
本
・
万
福
寺
本
・
金
蓮
寺
本
・
石
畳
寺
本
・
河
野
通

尭
本
・
桧
垣
家
本
な
ど
数
多
く
存
在
し
、
伊
予
史
談
会
文
庫
に
も
「
河
野
系
図
」

「
河
野
氏
系
図
」
「
越
智
姓
系
図
」
「
越
智
宿
禰
系
図
」
な
ど
と
題
す
る
複
数
の
系

図
の
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
十
数
種
類
に
及
ぶ
河
野
氏
関
係
の
系
図
は

内
容
上
色
々
と
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
相
互
の
異
同
を
詳
細
に
検
討
す
る
作
業

は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
本
稿
で
紹
介
す
る
天
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
「
伊
予
国
造
家
　
越
智
姓
河
野
氏
系

譜
」
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
。
第
一
に
、
本
「
系
譜
」
は
掲
載
さ
れ
て
い

る
デ
ー
タ
が
非
常
に
多
く
、
長
大
な
分
量
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
家
か
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ら
分
出
し
た
と
さ
れ
る
一
族
諸
家
に
つ
い
て
も
細
か
い
系
譜
を
書
き
込
ん
で
お

り
、
特
に
古
代
の
物
部
氏
を
は
じ
め
、
三
島
大
聖
氏
・
別
宮
氏
・
新
居
氏
・
寺
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

氏
、
そ
し
て
末
尾
の
得
能
氏
な
ど
の
記
述
が
詳
し
い
。

　
第
二
に
、
本
「
系
譜
」
は
初
代
の
天
照
国
照
彦
天
火
明
櫛
中
表
侮
日
命
か
ら
始

ま
り
、
十
代
の
大
物
部
掌
大
新
川
命
を
経
て
、
十
一
代
の
大
小
市
命
、
十
二
代
の

乎
致
命
へ
と
つ
な
が
つ
た
後
、
越
智
氏
か
ら
河
野
氏
へ
と
続
い
て
い
く
。
こ
れ
は
、

「
続
群
書
類
従
』
の
「
越
智
系
図
」
「
河
野
氏
系
図
」
、
『
予
章
記
』
の
「
河
野
系

図
」
、
『
艶
陽
河
野
家
譜
』
、
『
河
野
家
譜
築
山
本
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
「
河
野
系

図
」
が
孝
霊
天
皇
一
伊
予
王
子
一
小
千
御
子
と
い
う
系
譜
で
始
ま
っ
て
い
る
の
と

顕
著
な
違
い
が
あ
る
。
早
速
日
命
は
物
部
氏
の
遠
祖
と
さ
れ
て
お
り
、
本
「
系
譜
」

の
冒
頭
部
は
物
部
氏
系
の
流
れ
を
く
む
形
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
越
智
（
河

野
）
氏
の
起
源
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
様
々
な
説
が
あ
る
が
、
現
在
で
は
物
部
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

系
に
属
す
る
と
す
る
見
方
が
有
力
視
さ
れ
て
お
り
、
本
「
系
譜
」
の
説
く
出
自
は

他
の
多
く
の
「
河
野
系
図
」
よ
り
も
史
実
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
な

お
、
同
様
に
饒
速
恩
命
に
始
ま
る
物
部
氏
系
の
系
譜
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、

伊
予
史
談
会
文
庫
に
写
本
の
あ
る
「
越
智
宿
禰
系
図
」
と
「
越
智
姓
系
図
」
が
あ

る
。　

第
三
に
、
本
「
系
譜
」
で
は
三
十
四
代
玉
興
の
後
に
安
興
－
安
座
に
続
く
系
統

と
玉
澄
－
益
男
に
続
く
系
統
の
二
つ
に
分
か
れ
、
三
十
五
代
か
ら
四
十
五
代
ま
で

は
代
数
を
記
さ
れ
る
者
が
二
人
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
続
群
書
類
従
』

の
系
図
や
『
予
章
記
』
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
本
「
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
河
野
氏
宗
家
が
四
十
八
代
通
俊
－
四
十
九

代
通
久
を
経
て
五
十
四
代
通
盆
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
通
俊
の
子
通

気
に
四
十
九
代
と
記
し
た
上
で
六
十
三
代
賃
下
ま
で
の
得
能
氏
の
流
れ
が
末
尾
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
「
系
譜
」
が
最
終
的
に
得
能
氏
に
収
降
す
る
形
で

ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
天
徳
寺
が
得
能
氏
一
族
と
深
い
関
係

を
有
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
得
能
氏
は
鎌
倉
初
期
の
通
俊
の
流
れ
を
引
く
河
野
氏
の
有
力
庶
流
家
で
あ
る

が
、
そ
の
歩
み
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
本
「
系
譜
」
で
は
、
通
俊
の

子
通
秀
（
四
十
九
代
）
に
つ
い
て
、
「
道
後
湯
築
城
主
」
と
い
う
記
述
が
付
さ
れ

て
い
る
。
伊
予
史
談
会
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
「
河
野
系
図
」
に
も
、
通
俊
・
通
秀

父
子
や
そ
の
子
孫
を
湯
築
城
主
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
湯
築
城
が
鎌
倉
期
に
存

在
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
史
実
と
は
言
え
ま
い
。
鎌
倉
末
期
に
至
っ

て
、
通
秀
の
後
事
で
あ
る
通
綱
（
五
十
二
代
）
は
、
河
野
氏
本
宗
家
と
挟
を
分
か

ち
後
醍
醐
天
皇
の
討
幕
運
動
に
加
わ
っ
て
挙
兵
す
る
。
通
綱
は
本
宗
家
に
代
わ
っ

て
河
野
氏
の
惣
領
の
地
位
に
つ
き
、
建
武
政
権
か
ら
伊
予
国
守
護
に
補
任
さ
れ
た

と
す
る
見
方
が
有
力
で
あ
る
。
得
能
氏
を
湯
築
城
主
と
す
る
記
述
に
は
、
同
氏
を

河
野
氏
の
本
宗
家
に
肩
を
並
べ
る
存
在
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
す
る
意
図
が
込
め

ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
軍
慮
が
延
元
二
年
（
三
二
三
七
）
三
月
に
越
前
金
ヶ
皇
城
で
戦
死
し
た
後
も
、

得
能
氏
は
南
朝
方
に
立
っ
て
本
宗
家
の
河
野
通
盛
に
対
抗
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
中
心
人
物
と
み
ら
れ
る
の
が
通
政
（
五
十
四
代
）
で
あ
り
、
本
「
系

譜
」
に
は
「
弾
正
大
弼
　
任
伊
予
守
　
文
中
三
年
四
月
十
二
日
　
徳
業
原
戦
死
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
天
徳
寺
に
は
「
日
勢
院
面
前
豫

州
太
守
義
感
母
上
了
空
大
鈴
里
門
覧
位
」
の
位
牌
が
現
存
し
、
裏
に
は
「
河
野
弾

正
大
弼
越
智
宿
禰
馬
革
　
文
中
三
聖
母
年
四
月
十
二
日
乱
舞
州
道
後
上
目
善
徳
威

原
戦
没
　
、
孝
子
伊
豫
守
通
定
建
塔
供
養
　
焉
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
文
中
三
年

（
＝
二
七
四
）
に
戦
死
し
た
通
政
の
誼
号
が
「
日
勢
院
殿
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

天
徳
寺
の
塔
頭
の
一
つ
で
あ
る
日
勢
院
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
前

古
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
天
徳
寺
文
書
に
は
得
能
通
政
寄
進
状
（
天
徳
寺
長
老
宛
）

が
あ
る
。
こ
の
文
書
は
偽
文
書
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
愛
媛
県
内
に
は
通
政
と
南

朝
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
内
容
を
も
つ
大
般
若
経
奥
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
天
徳

寺
も
得
能
氏
を
通
じ
て
南
朝
勢
力
と
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
通
政
の
後
継
者
で
あ
る
通
定
（
五
十
五
代
）
に
つ
い
て
は
、
本
「
系
譜
」
に
「
右
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馬
介
　
伊
予
守
　
浮
穴
館
　
於
桑
村
郡
佐
志
久
原
高
名
顕
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

通
定
に
つ
い
て
も
関
連
史
料
は
乏
し
い
が
、
や
は
り
県
内
の
大
般
若
経
奥
書
に
「
浮

名
屋
形
河
野
伊
与
守
通
定
」
の
名
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
前
稿
で
述
べ

た
。
天
徳
寺
所
蔵
の
『
芳
閾
嵐
史
』
や
南
源
「
臨
済
録
抄
」
に
は
、
天
徳
寺
に
潜

幸
し
て
い
た
長
慶
天
皇
が
北
朝
方
の
襲
撃
を
う
け
た
時
に
、
得
能
通
定
も
敗
走
し

て
当
寺
の
伽
藍
の
多
く
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
本
「
系
譜
」
の
末

尾
に
得
能
氏
の
流
れ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
点
に
も
、
同
氏
と
天
徳
寺
の
緊
密
な

関
係
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
。

　
中
世
後
期
の
得
能
氏
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
名
字
の
地
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

得
能
保
を
室
町
初
期
ま
で
保
持
し
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
室

町
・
戦
国
期
の
河
野
氏
の
家
臣
団
の
一
員
と
し
て
名
前
が
見
え
る
の
も
事
実
で
あ

る
。
河
野
氏
の
有
力
庶
流
家
で
あ
り
、
建
武
年
間
に
は
本
宗
家
に
代
わ
っ
て
河
野

氏
の
惣
領
と
な
っ
た
得
能
氏
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
歩
み
を
た
ど
っ
た
か
を
探

る
こ
と
は
、
中
世
後
期
の
伊
予
の
地
域
史
に
と
っ
て
一
つ
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

得能通政位牌

「伊予国造家　越智姓河野氏系譜」冒頭部

「伊予国造家　越智姓河野氏系譜」末尾
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翻
刻
「
伊
予
国
造
家
　
越
智
姓
河
野
氏
系
譜
」

伊
予
国
造
家

越
智
姓
河
野
氏
系
譜

地域創成研究年報第5号（2010年）

天
御
中
主
大
山
祇
神
之
後

天
照
皇
太
神
曾
孫
　
初
代
　
天
照
国
照
彦
天
火
明
櫛

玉
饒
速
日
命
ヲ
以
テ
越
智
姓
河
野
氏
之
太
祖

ト
号
ス
御
父
者
忍
穂
二
尊
御
母
者
大
山
祇
神
女

木
花
開
耶
姫
姉
姫
此
神
璽
平
日
命
者
天
道
日
女

命
ヲ
妃
ニ
シ
テ
伊
予
乃
二
名
洲
ヲ
天
照
太
神
二
二
ル

此
国
一
名
ヲ
扶
桑
洲
ト
モ
号
伊
予
都
比
古
伊
予
都

比
売
ノ
ニ
神
即
チ
是
ナ
リ
此
二
神
天
上
シ
テ
　
ニ
代
　
天
山

命
ヲ
生
ム
　
命
一
名
天
香
語
中
命
云
御
野
屋
媛
ヲ
妃
ト
シ
テ
天
降
伊

豫
及
倭
二
座
シ
テ
宇
摩
志
麻
治
命
ヲ
伊
里
乃

浮
洲
二
生
ム
　
是
二
三
テ
神
饒
駐
日
命
日
高
皇
産

霊
ノ
曾
孫
ニ
シ
テ
是
ハ
大
山
祇
正
孫
ナ
リ

申
食
国
政
大
夫
　
三
代
　
宇
摩
志
麻
治
命

又
名
味
間
命
又
日
ク
可
美
真
手
命
ト
モ

母
ハ
御
炊
屋
姫
長
髄
彦
妹
　
又
名
誉
髄
姫
亦
名

鳥
見
屋

神
武
帝
御
世
初
為
足
尼
　
神
武
天
皇
二
年
二
月

二
日
宇
摩
志
麻
治
命
與
天
日
野
寄
日
方
命
倶

為
下
申
以
食
国
政
大
夫
　
奉
斎
言
神

姓
筑
紫
連
山
城
神
別
姓
縣
使
丁
大
和
神
別

姓
積
組
造
河
内
神
別
姓
栗
栖
連
河
内
神
別
二
物
部

首
河
内
首
等
祖
天
孫
天
津
彦
火
除
二
尊
ノ
曾
孫

盤
余
彦
尊
　
神
武
天
皇
　
欲
駅
天
下
與
師
東
征
往
々

逆
命
者
如
蜂
発
起
未
伏
中
州
豪
雄
長
言
彦

推
饒
速
日
野
孫
宇
摩
志
麻
治
言
為
君
三

三
至
此
乃
日
天
神
之
子
量
有
両
種
温
湯
不
知

有
他
遂
勒
兵
距
之
天
孫
軍
連
戦
ヘ
ト
モ
不
能
戯
ヘ

ル
事
　
干
時
宇
摩
志
麻
治
命
不
従
舅
翌
翌
殺

根
戻
ヲ
師
衆
帰
須
之
時
　
天
孫
　
詔
宇
摩
志
麻

治
命
日
ク
長
髄
彦
為
性
狂
三
兵
勢
猛
鋭
シ
至
於

敵
戦
誰
敢
堪
勝
而
ル
ニ
不
等
舅
計
師
軍
帰
須

遂
二
欺
官
軍
　
朕
嘉
其
忠
節
沈
黒
褒
寵
授

以
神
剣
答
北
大
厄
運
厭
神
剣
師
霊
劔
刀
ハ
亦

名
盤
聖
主
神
魂
刀
亦
云
佐
土
布
都
主
ノ
神
魂
亦
云

佐
土
布
都
亦
云
建
三
都
亦
云
豊
布
雪
花
此
　
復

宇
摩
志
麻
治
命
天
ノ
神
以
御
祖
授
饒
速
日
命

天
津
璽
瑞
宝
十
種
二
而
奉
献
於
天
孫
二
　
天
孫
大

喜
寸
寸
寸
寸
ヲ
実
　
復
宇
摩
志
麻
治
命
率
天

ノ
物
部
而
前
刀
夷
荒
ク
逆
亦
師
軍
ヲ
平
定
海
ノ
内
二
階

奏
也
天
孫
磐
余
彦
火
々
出
見
尊
　
詔
命
有
司
二

始
経
帝
宅
大
歳
辛
酉
正
月
三
朔
日
天
孫
磐
余
彦

火
々
出
見
尊
都
橿
原
ノ
宮
二
初
即
位
二
号

日
元
年
尊
皇
妃
姫
躇
鞘
五
十
三
姫
命
ヲ
立
テ
為

皇
后
ト
　
宇
摩
志
麻
治
命
三
献
日
電
宝
ヲ
亦
堅
神

楯
ヲ
以
テ
斎
　
　
謂
五
十
櫛
ト
　
亦
今
云
木
ヲ
刺
続
於

布
都
主
ノ
劔
天
神
奉
斎
殿
内
拙
悪
正
雀
瑞

宝
以
為
天
皇
鎮
祭
之
時
天
皇
寵
酒
乱
二
甚

詔
日
近
ク
宿
殿
内
二
突
　
伊
予
国
風
早
言
国
津
彦

神
社
串
玉
姫
命
神
社
目
本
神
名
帳
二
在
所
石
見
国
安
濃

郡
物
部
神
社
是
ナ
ー
又
伊
予
国
○
古
訓
罪
作
久
米
郡
今
○
浮
名
郡
徳
威
神

社
又
宇
摩
郡
村
山
神
社
等
二
二
此
外
神
社
多
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川岡　勉・田中弘道　　天徳寺所蔵「伊予国造家　越智姓河野氏系譜」について

r
m
a

細
部
連
ノ
祖

年
壬
午
正
月

国
政
大
夫
奉
天
神

見
命

見
命母

同
上
小
治
田
宿
祢

孝
安
天
皇
三
年
辛
卯
八
月

番
三
見
里
並
為
足
尼
次
為
宿
祢

奉
斎
大
神
豊
中
祢
之
号

始
テ
起
ル
二
時
ナ
リ

出
雲
醜
命

申
食
国
政
大
夫

母
出
雲
色
多
利
媛

驚
徳
天
皇
御
宇
奉
仕

大
木
食
命

　
　
参
河
国
造
祖

　
　
母
真
鳥
膏
血
志
紀
彦
妹

　
　
大
和
国
平
郡
信
貴

阿
刀
連

　
姓
左
京
中
臣
ノ
習
宜
朝
臣

代彦
湯
支
命

大
禰
命

人
皇
第
三
代
安
寧
天
皇
四
年
丙
辰

為
申
食
国
攻
大
夫

母
阿
野
姫
日
下
部
馬
津
久
流
久
承
女

四
代

味
饒
田
命

姓
作
味
環
杵
田
命

母
師
長
姫
活
目
邑

五
十
呉
桃
女

旧
者
熊
野
国
造
祖

今
紀
伊
国
牟
婁
郡
熊
野

又
山
城
国
又
摂
津
国

神
別
姓
左
京
神
別
又
山
城
国

神
別
阿
刀
宿
祢
熊
野
連
乃
祖

訓
見
囲
徳
威
縣
神
戸
邑
居
之

此
地
在
伊
與
国
久
米
郡
神
戸
郷

五
代－

神
八
井
耳
命

伊
與
囲
造

実
　
神
日
本
磐
余
彦

尊
三
子
依
初
扶

桑
国
主
山

神
倭
継
家

号
伊
與
皇
子
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「
が
命ロ

目
伊
予
彦
王

伊
予
国
造

小
子
命
祖
也

起
別
系

母
　
海
ノ
川
枯
姫

孝
照
天
皇
元
年

丙
寅
七
月
為
大
臣

奉
斎
天
神

伊
輿
国
造
家
同
祖

七
代大

綜
麻
杵
命

八
代

号
伊
香
色
謎
命

古
事
紀
作
伊
賀
迦
色
許
免
命

大
水
口
命

七
代

欝
色
雄
命

日
本
紀
志
朝
臣

姓
左
京
神
別
穂
積
臣
和
泉
国
神
別

母
新
河
小
楯
姫

末
羅
国
造
祖
今
ノ
肥
前
国
松
浦
郡
也

孝
霊
帝
三
年
癸
酉
正
月
與
大
矢
口
命
並

為
宿
祢
奉
斎
太
神

大
矢
口
命

姓
大
矢
口
大
神
ト

姓
和
泉
国
神
別
榎
ノ
井
部

母
同

大
水
口
命
ハ
孝
霊
帝
三
年
奉
斎
太
神

大
峯
命母

同
欝
色
雄
命

開
化
天
皇
八
年
卯
正
月

建
命
大
峯
命
並
為
大
禰

供
奉
其
大
祢
起
始
獲
此
時

九
代

伊
香
色
雄
命

姓
作
伊
香
我
色
雄
命
母
同

開
化
天
皇
八
年
二
月
為
大
臣
左
京
神
別

宇
治
宿
祢
山
城
国
宇
治
山
守
ノ
連

建
臆
心
命

　
母
ハ
真
木
姫
長
溝
女

　
崇
神
天
皇
四
年
丁
亥
二
月
四
目

　
為
大
禰
供
奉

多
辮
命

同
上

安
毛
建
美
命

拾
代

同
上

大
物
部
主
大
新
川
命

　
大
連
姓
左
京
神
別
　
長
谷
置
免
連
祖

　
伊
予
国
風
早
国
造

孝
霊
天
皇
第
三
王
女
倭
述
々
日
百
襲
媛
児
女

日
古
狭
鳴
女
命
孫
妃
二
下
シ
賜
庭

垂
仁
天
皇
二
十
三
年
甲
寅
八
月
四
日

以
大
新
川
命
ヲ
為
大
臣

以
十
市
根
命
為
五
大
夫

同
二
十
二
日
大
新
河
命
賜
姓
物
部
連
ヲ

即
改
大
臣
号
大
連
奉
斎
太
神
宮

大
連
ノ
号
始
テ
起
此
時
二
天
皇
御
世
為
大
夫
ト

司
政
五
人
者

武
淳
河
別
命
彦
国
葺
命
国
摩
大
鹿
鳥
命

物
部
大
市
根
命
大
伴
武
日
命
等
也

物
部
十
市
根
命

大
連
姓
作
ト
千

母
玉
手
姫

建
新
河
命

垂
仁
天
皇
御
宇
為

倭
志
紀
県
主
ノ
祖

大
曄
布
命

　
　
　
同
上

気
津
別
命
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謄
昨

宿
祢
伊
久
比
尼

母
時
姫
物
部
諸
隅
命
女

成
務
天
皇
元
年
宿
祢
為
大
臣

止
志
祭

中
堅
石

印
岐
美

金
弓

机
田
連
祖
母
同
上

成
務
帝
御
宇
為
侍
臣
供
奉

駿
府
国
造
祖
母
同
母

志
貴
県
主
遠
江
国
造

田
井
連
祖
　
佐
比
連
祖

五
十
琴

宿
祢
自
作
伊
巳
止
足
尼

削
河
内
国
神
別
高
屋
連
祖

母
比
嘩
古
曲
穴
太
足
尼
女

女
子

号
五
十
琴
媛
命
五
十
切
彦
命
母

景
行
天
皇
皇
妃

五
十
琴
彦

　
　
　
母
同
上

笠
志

竹
古

伊
菖
弗

大
連
出
作
伊
巳
布
都
大
連

姓
左
京
又
右
京
神
別
曾
祢
連
祖

母
ハ
香
児
等
物
部
多
遅
麻
大
連
女

奄
知
纏
連
祖

母
鴨
媛
大
玉
女

景
行
帝
御
宇
也

麦
入

　
　
　
宿
祢

石
持

目
古

佐
為
連
祖

姓
大
和
国
神
別

田
ノ
井
鼻
祖

牧
古

　
　
　
佐
比
佐
連
祖

女
子

女
子

甲
骨
媛

椋
恒

女
子

藤
原
恒
見
ノ
君
長
田
ノ
川
合
ノ
君

三
河
覆
連
等
祖

城
穫
連

物
部
武
諸
隅
命
室

弟
媛
　
物
部
五
十
琴
彦
室

大
前

　
　
氷
ノ
連

　
　
姓
河
内
国
氷
宿
祢
左
京
神
別

小
前

　
　
宿
祢
田
部
連

　
　
母
同
上

御
辞

石
持

女
子

菖
佐
為
連

刑
部
垣
部
造
等
ノ
祖

号
全
能
姫
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先
祖
同
名

母
同
上

御
狩大

連
号
大
市
御
狩

母
阿
佐
姫
倭
古

○
倭
古
弓
削
連
単

目

馬
古

大
華
上

孝
徳
帝
御
宇
援
大
二
上
氏

印
太
刀
賜
食
封
千
燗

奉
斎
神
宮

麻
呂

正
二
位
左
大
臣

石
上
朝
臣
祖

天
武
二
元
之

女
子

豊
媛

物
部
雄
君
室

公
麿

従
三
位
　
中
納
言

物
部
連

神
亀
元
年
二
十
二

叙
従
五
位
下

天
平
四
年
九
月

為
丹
波
守
贈
右
大
臣

宅
嗣正

三
位

大
納
言

天
平
元
年
誕
生

女
子武

智
麿
窩

藤
原
雄
友
卿
室

大
人

母
宮
古
郎
女

物
部
石
上
耳
今
木
連
祖

地域創成研究年報第5号（2010年）

鍛
冶
師軽

馬
連
祖
母
同
上

笠
志

新
家
連
祖

R．　fi　F，・V．M．
大
連

母
岡
随
媛

清
寧
天
皇
御
宇
為
大
連

奉
斎
神
宮

雄
略
天
皇
ノ
御
時

臣
真
鳥
為
大
臣

以
大
伴
連
室
屋

物
部
連
目
並
為
大
連

呈
上
掠

部
連
姓

媛
比
香
賀
君
女

布

都
久
留

大
連
母

雄
略
帝

奉同
之上

荒
山借

馬
連

笑
原
連
等
祖

上
作

奈
洗

明
帝
御
宇

大
連
奉
斎
神

　　尾
為欽與

多
波

恨
綱
連

祖
母
同
上

木
蓮
子

　
大
連

　
母
大
媛
依
羅
紫
三
女

麺
環
小
事

　
　
田
井
ノ
連
ノ
母

女
子

号
宅
媛

安
閑
天
皇
之
妃

建
彦

高
橋
連

宿
祢

呉 目　
大
連

長
目

　
子
馬
押

金　
借
馬
連

阿
遅
古

水
間
祖

島
韓
国
連
ノ
祖

金
古

韓
国
監
古

　
　
旧
葛
野
韓
国
連
ノ
祖

流
羅
田
部
祖

倭
古

宇
遅
部
連
等
祖

臣
竹

鳥
部
連
祖

麻
佐
良

大
連

武
烈
天
皇
元
年
奉
斎

楯

神
野
入
州
連
祖

老　　　　押

古秦為宣甲

化
天
皇
御
宇

大
連
奉
斎
神
宮

西
葛
野
連
祖

轟
鹿
火大

連
装
高
岳
首
祖

母
妹
二
二
直
女

女
子号

影
姫

平
群
臣
鮪
軒
之

宅
等
若
子

　
屋
刑
連
祖

石
弓
若
子

　
今
木
連
山
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屋
形
連
祖

雄
君

大
紫

壬
申
年
従
車
駕
入
東
国

以
有
大
功

降
恩
賜
内
大
紫
冠
位

賜
氏
上

天
武
天
皇
五
年
丙
子
六
月
卒

鎌
東

長
兄
若
子

天
吉
若
子

女
子

　
　
号
鎌
足
姫
大
力
目
連

　
　
公
大
臣
蘇
我
馬
子
室

慧
佐
古

荒
猪

忍
勝

母
豊
媛
物
部
目
大
連
女

今
号

　
　
　
今
木
連
祖
母
同
上

女
子

　
　
　
物
部
大
人
室
耳
母

大
連

弓
梓

加
佐
夫

榎
井
臣
祖

孝
徳
帝
御
宇

賜
大
華
上
位

榎
井
臣

同
上

多
都
彦

　
同
上

　
天
智
帝
御
宇

　
為
大
連
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大
小
木

母
同
上

佐
夜
部
首

摂
津
国
神
別

佐
夜
部
直

久
奴
直
等
祖

成
務
帝
為
侍
臣

大
母
隅

母
同
上
、
矢
集
連
祖

姓
左
京
神
別

成
務
帝
為
侍
臣

伊
與
国
造
家
継
家

実
景
行
帝
皇
子
武

依
勅
命
皇
子
伊
予

而
久
魅
国
神
戸
居

乎
致
大
連

伊
予
二
名
洲
主
伊

母
、
孝
霊
天
皇
女

倭
　
々
日
百
龍
比

伊
予
国
伊
与
郷
神

開
化
成
務
為
侍
臣

後
又
大
小
市
国
造

乎
致
郷
大
市
御
居

執
政
司
号
宮
内
御
所津　　崎女　予　　国国
　宮　　御狭　王　　下凝
　　　　所鳴　ト　　向王
　　　　□女　号
　　　　号命　又
　　　　又　義

代大
小
市
命

武
諸
隅
命大

連
母
中
日
姫
紀
伊
荒
川
戸
得
女

崇
神
帝
奉
之

小
子
祖

住
伊
予
国
小
市
郡

小
市
国
造

伊
与
十
城
別
王

実
者
景
行
帝
皇
子
日
本
武
尊
之
御
子

依
詔
為
嗣

母
大
山
祇
喬
別
姫
ト
号
ス

和
気
大
連
女

＝
【
代

乎
致
命

　　多
　　遅
母大麻

連清
媛
謄
咋
宿
祢
女

女
子

号
時
媛
物
部
十
市
根
命
妻

号
香
見
媛

物
部
五
十
琴
宿
祢
室

小
神

矢
田
部

女
子

大
連
大
別

仁
徳
帝
供
奉
之

応
神
帝
御
宇
供
奉
為
侍
臣

母
同
上

定
賜
久
味
国
造

伊
予
国
久
米
郡
二
後
名
附

伊
與
主
命

印
葉

応
神
帝
御
宇

為
大
連
奉
斎
神
宮

女
子

号
山
無
媛

母
安
媛
物
部
五
十
琴
彦
女
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越智姓河野氏系譜」について天徳寺所蔵「伊予国造家勉・田中弘道川岡

三
代

天
狭
貫

四
代

天
狭
利

．
五
代

阿
波
鹿

六
代

大
小
市
三
並

　
小
市
館
初
号

　
小
市
直
小
子
連

七
代

単
玉
部

九
代

目
狭
貫
国
造

号
小
市
館

後
讃
岐
二
改

讃
岐
御
村
別
君
祖

小或安
子安佐
連佐利
　介号

号
粟
国
造

直
酒
作
粟
鹿

阿
波
御
村
別
君
祖

号
熊
武
小
楯

伊
予
大
領
小
子
連

伊
但
馬

住
伊
与
土
佐
両
国
境

伊
但
馬

二
十
代

喜
多
守

廿
一
代

高
縄

廿
弐
代

高
箕

廿
代高

駆

廿
一
代

　
三
回
田

廿
二
代

阿
治

門埜

命代

二
四
代

号
喜
多
館

伊
与
太
守

勝
海

二
五
代

高
縄
山
田

同
上

同
上

允薙共而大風
恭二潜皇前早
御起こ太宿館
宇国申子弥
也乱預並外
　　ル姫孫
　　　宮

来
目
麿

来
目
部
小
楯

播
磨
大
白

二
六
代

二
七
代

百
里
！
百
男

一　

ｪ
代

魚
脳

二
九
代武

男

三
十
代玉

男

三
十
一
代

諸
飽

三
十
二
代

萬
躬

三
十
三
代

同
上

浮
名
館

府
中
樹
下
館
　
伊
予
押
領
使
　
欽
明
帝
御
宇
為
伊
与
国
司

推
古
帝
法
興
六
年
十
月
蒙
勅
命
厩
戸
皇
子
伊
与
二
下
向

益
躬
モ
詔
ヲ
受
テ

天
徳
山
弥
勒
寺
大
伽
藍
建
立
本
朝
四
十
六
箇
ノ
即
一
宇
也

老
勤
不
倦
帰
依
法
弥
偏
朝
読
法
華
経
尽
従
国
務
念
弥
以
為
当
事

未
タ
剃
髪
而
受
持
十
戒
法
名
自
定
真
号

至
臨
終
身
無
苦
痛
心
不
逆
乱
結
定
印
向
西
念
仏
而
卒

号
鴨
部
太
神

討
夷
賊
有
大
勲
贈
太
政
大
臣
正
一
位
賜
ル

守
興

若
竹
宮

誰
有
興

伊
与
大
領

天
智
二
年

奉
勅
征
新
羅
国
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玉
男

　
新
居
館

十
五
代

玉
澄

宇
摩
大
領
　
宇
摩
館

父
守
興
住
新
羅
国

頃
出
生
帰
本
朝

住
風
早
郡
河
野
郷

号
河
野
氏

小
市
姓
改
丁
同
字

天
平
十
三
年

叙
従
四
位
上

伊
予
守
二
任
ス

十
六
代

－
益
男

周
章
館
　
鼻
茸
躬

実
紀
自
益
園
子
養
子

左
衛
佐

孝
謙
帝
奉
之
為
国
司

勝
宝
庚
寅
年

国
務
一
三
島
祭
職

ヲ
分
ツ

玉元此生至無有散
澄興地新摂罪故位
玉ハ三羅州放役
男玉島国淀免小伊
ハ興江実川上角大
実之ト弟客主與夫

　
伊
与
大
領

而
伊
豆
国
配
流

霊
亀
年
中

玉
澄
ト
会

号実
子
也

弟
也

一
十
四
代

玉
茎

十
七
代

実
勝西

条
館

住
伊
予
国

新
居
西
条

誹
　
真
勝

御
蓋

伊　峨穴給雪下桑
予息帝館理大太邑
守村第寛太領夫新

十
八
代

三
十
九
代

深
躬

息
村
－

桑
村
館

樹
下
大
領
四

号
津
宮
大
神

浮
穴
館

息
躬
ー
モ
云

号
一

樹
一

越
．

号
一

浮
・

嵯
　誰

任
．

従
四
位
下

館使神
ト

王
為
養
嗣
饗

十
八
皇
子
也

四

温
泉
館

号
桑
村
太
神

伊
与
大
夫

諌
　
元
興

実
玉
興
山
斗
子
也

久
米
館

久
米
権
守

伊
与
県
令

号
吉
井
太
神

諦
　
当
家

和
気
館

伊
与
大
霜

従
四
位
下

和
介
太
夫

号
下
戸
太
神
ト

　十
字五
興代

安士
家得

三
十
七
代

－
家
時

為
世
　
実
伊
與
親
王
子
也
　
越
智
宿
祢
家
時
為
知
耳
君
継
家
嵯
峨
帝
勅
許

浮
穴
館
　
伊
与
守
　
越
智
宿
祢
正
五
艦
上
河
野
家
時
二
下
賜
テ
号
貿
君
家
時
女
配
ス
継
嗣
河
野
家
ヲ
号
為
世
王
太
神
ト
或
日
　
出
部
太
神
ト
モ

実
舎
人
親
王
御
子
　
　
伊
予
親
王
子
為
嵯
峨
帝
御
養
育
成
長

十
代

息
利

十
八
代

為
世
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安
元三

島
大
祝
職
務

孝
謙
帝
依
勅
命
也

安
永
一

　
大
祝
職

助
信

別
宮
権
守
石
張

信
久別

宮
太
夫

兼
信

別
宮
次
郎
太
夫
今
張

清
季

周
到
郡
司

今
張

大天安実安
祝応永高則

橋
安
元
男

養
子

元
年

職
被
補

安
豊

　
　
大
井
郡
司

改承弘母安安
直和仁久則平

男
諄
改
広
成
ト

米
権
守
元
家
女

年
中
三
島
大
祝
職

二
年

賜
宿
称
姓

豊
信
－

　
大
井

四
十
一
代

四
十
二
代

－
息
方

好
古

大
井
館

伊
予
県
令

伊
与
大
目

号
黒
崎
太
神

越
智
大

天
慶
三

為
押
領

朝
敵
退

兵
船
三

后
四
年

土
匪
九

同
年
五

和
気
郡

家
臣
奴

達
ス
帝
都田衣月州四百治九年押
二新山廿ヲ月余常州筆使
叡藤二三落逆艘先時原
感次於日テ徒ヲ例

今
張

助
実

信
久

　
大
井
権
太
夫

テ
好
古
自
射
ル
純
友
ヲ

忠
勝
討
純
友
首
級

不
斜
被
土
従
四
位
下

苫写

G
㈱
一
日
野
土
妙
地
腫
旭
蜆
直
垂

以
テ
馳
即
時
九
州
合
戦
屡
々
也

悉
ク
追
討

与
州
二
匿
ル

伊
与
権
守
　
誰
好
古
改
ル
方

純
友
企
謀
叛

四
十
三
代

好
峯

野
間
館

同
父
討
純
友

有
功

風
早
館

号
粟
井
太
神

喜
多
館

号
矢
野
太
神

四
十
四
代

安
国
・

安
躬

四
十
五
代
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　義
裂道

別成
宮定

時

家

別別
宮宮
氏太
祖夫

為

頼

　　　時

太国
郎

六
郎

五　　三　　太　　　　太
Y　　郎　　郎　　　　夫 一

士口
太時
夫

吉
遠別

宮
大
夫

吉
則

吉
隆大

夫

吉
盛

頼
高新

大
夫

七
郎

人
郎

士
旦
房

吉
通

貞
吉

忠
義

良
全

河
内
太
郎

同
三
郎
大
夫

俊
忠

季
孝

　
河
内
小
太
郎

新
大
夫

別
宮
祝
大
夫

別
宮
三
郎

義
時

義
景

義
永
五
郎

義
用

吉
助

　
別
宮
小
大
夫

別
府
権
守

俊
直

資
俊

松
木
右
馬
介

広
俊

　
刑
ア

城
次
郎

城
太
郎

通
村

　
伊
賀
守

清
総

徳
永
次
郎

長
綱

長
政

　
太
郎

潔
淵

別
宮
権
守

別
宮

小

五
郎

義

貫

俊
慶

清
重同

七
郎

助
道太

郎
太
夫

堺
権
守

助
忠

　
高
部
次
郎
太
夫

春
養
坊

長
定

栄
海

　
土
佐
房

三
郎
太
夫

助
重

　
四
郎
太
夫

　　　助

±　deノ、　不

郎

通
定
　
　
　
通
則

小
太
夫
改
通
成
　
三
郎

貞
綱権

守

重
綱

　
堺
左
近
将
監
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川岡　勉・田中弘道　　天徳寺所蔵「伊予国造家　越智姓河野氏系譜」について

難
波
江
権
守

季「丁一「「m丁「一一一二「一一
成　　永　　　忠

宮
原
五
郎

井
上
三
郎

権
守

忠
成井

上
三
郎
大
夫

忠
信五

郎
太
夫

為
澄

　
大
祝
神
大
夫
称
越
智
氏

十
九
代

－
為
時浮

穴
四
郎
太
夫

正
五
位
上

伊
与
権
守

　　　　　　四
　　　　　時＋
氏浮伊伊浮高代

穴
館
　
正
五
位
上

与
県
令

与
大
橡

穴
新
太
夫

長
者
勅
許

俊
忠

　
四
郎

権
守

四
十
三
代

－
親
孝

北
条
権
介
　
伊
与
押
領
使

北
条
館

寛
治
三
年
二
月
　
任
伊
与
守

同
四
年
八
月
入
道
号
善
海

同
県
年
九
月
目
日
卒

号
篭
田
天
神

四
十
一
代

　
為
綱風

早
館

北
条

伊
与
権
守

示
綱

寺
町
判
官
代

加
賀
守

示
近

　
寺
町
太
郎

宗
孝

　
寺
町
三
郎

経
興

　
浮
穴
御
館

　
起
別
系
略
干
此

　
浮
穴
新
居
井
門
越
智
高
市
吾
河

　
大
野
向
居
土
肥
金
子
水
緒
高
橋

　
難
波
江
拝
志
周
布
桑
邑
今
井
川
上
原

　
宇
高
山
前
吉
田
島
山
等
之
祖
也

宗
弘新

大
夫

時
長
－

　
小
太
舌
下

宗
吉
一
盛
宗
一

四
郎
　
　
京
太
郎
大
夫

通
盛

　
小
太
郎

通
員

　
十
郎

寛
然

　
上
総
介

勝
俊

　
伊
豆
法
橋

通
忠四

郎
左
衛
門
尉

通
吉

左
衛

豊
前

季
平

　
　
四
郎

兼
平

　
　
五
郎

義
信

　
　
六
郎

四
十
二
代

－
為
定

　
北
条
大
夫

通
重

　
左
衛
門
尉

通
村

　
新
左
衛
門
尉

通
任四

郎
左
衛
門
尉

守門
　尉

難
具
∵

為
平

rr
清
孝
－

　
十
郎

長
舜
－

　
八
郎

　時
小長
太

夫

属

通

信
　時
　忠

通
二

郎

纏
判
讐

－
明
心

　
伊
与
房

吉
長

尊
氏

左
近
少
国

二
郎

兵
衛
尉

新
左
衛
門
尉

頼
盛

－
尊
長

三
郎

俊
政

　
中
村
新
七
郎

　
俊
氏
ト
改
ル
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頼
行

太
郎

俊
長

　
難
波
江

　
弾
正
少
弼

行
盛権

守

田
村

　
同
大
夫

　
母
河
野
通
清
女

俊
佐

行
連

行
員

太
郎

次
郎

俊
員

　
小
太
夫

神
戸
城
主
大
夫

母
別
宮
太
夫
忠
義
女

俊
澄

陪
臣

寂
明

修
理
大
夫

俊
平孫

太
夫

俊
成

孝
成掃

部
頭

孝
俊兵

部
大
夫

俊
行隼

人
助

孝
成

　
掃
部
介

信
明

　俊
四盛
郎

玉
氏

太
郎

俊
景

　
　
小
四
郎

新
居
太
夫

俊
綱

太
夫

孝
信

盛
氏

為
信

新
居
太
夫

明
尊

実
信

太
夫
坊

氏
綱

大
夫

盛
俊

氏
澄

小
大
夫

盛
康

摺
目

　
　
大
夫

経
信

信
安

次
郎
大
夫

三
郎

為
信

紀
伊
守
太
郎

太
郎

俊
親

新
弥

吉
信

　
　
二
郎

　　重

＿信

郎

兼
盛

重
氏

重
綱

俊
忠

重
忠

公
栄

家
俊

相
盛

俊
重

寂
念

盛
孝

盛
忠

忠
澄
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家
俊

　
　
　
　
拝
志
三
郎
大
夫

　
　
清
俊

　
　
　
　
桑
村
七
郎

　
　
貞
俊

　
　
　
　
k
　
匡

　
　
　
　
ノ
白
ハ

　
　
正
俊

　
　
　
　
高
橋
大
夫

　
　
吉
成

　
　
　
　
次
郎

　
　
為
成

「
養

小
太
夫

家
信

大
二
郎

俊
用

信
光
．

俊
光

三
郎

覚
明

玉
信

知
俊

小
太
夫

経
信

経
俊

経
重

次
郎

基
俊

俊
通

長
清

俊
平

太
夫

俊
久

親
良

太
郎

良
平

保
俊

俊
氏

慶
雲

助
房

貞
遠

高
俊

俊
綱

為
助
　
イ
ニ
　
貞

保
綱

島
山
三
郎

重
用

太
郎

承
久
乱
河
野
通
久
属

於
鎌
倉
有
功

成
重

二
郎

頼
則藤

五
郎

清
重

　
太
郎

一
田
口

　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
藤
吾

勉川岡

成
正

成
助

成
実」
H
簸
具
蕪
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　盛
遠孝
藤

。華嗣鐵
ffl　阜野，代

河
野
新
大
夫
　
北
条
館

伊
与
権
守
　
氏
長
者
　
勅
許

高
井
大
夫

玄
孝大

夫

惟
孝

騨
燕
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
小
太
郎

　
　
　
　
　
　
信
孝

中
川
三
郎
大
夫
　
　
権
之
介

孝
員

兼
員

孝
用

　
美
濃
守

白
石
三
郎

権
守

孝
経

新
大
夫

兼
経

行

員

郎

大

夫

高
野
五
郎
権
介

孝
任

小
大
夫

家
孝

　
高
野
三
郎

清
孝

　
田
井
五
郎

牛
耳
太
郎

孝
在

孝
房

　兼
三則
郎

大

夫

小
太
夫

孝
通

　
太
郎

孝
清太

郎

通
孝

　
刑
ア
介

孝
平太

郎
大
夫

孝
頼

　
権
守

田
窪
三
郎

遠
藤
滝
口

親
家太

郎

親
遠垣

生
太
郎

能
長

嬬
■

清
員

　
太
郎

　　清

一忠
郎

盛
清加

賀
守

通
用

　
太
郎

浅
海
藤
四
郎

孝
政

又
太
郎

孝
常

　
太
郎
左
衛
門
尉

孝
行弾

正
忠

孝
家

　
美
作
守
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鷲繕

長　入浅頼
　　措海季清 浅

海
弥
太
郎

入
道
　
通
真

難
波
二
郎

浅
海
藤
三

丁
重

通
経

　
弥
藤
太

経
孝

　
太
郎

実
佐

　
出
家

入
仏

　
　
同

頼
秀

　
蔵
人
介

正
入
房

禅
喜

秀
清

　
　
　
　
　
　
　
藪
下

井
門
五
郎
　
　
　
　
太
郎

富
岡
宮
前
庄
分
流

経
兼

頼
経

長
元小

太
郎

弘
経

長
行大

炊
介

長
平

太
郎
一

経
澄

　
太
郎
大
夫

　
　
長
高
－
長
重

二
郎
　
　
太
郎
　
　
左
衛
門
尉

一呈　　盛　　糸

i　一経太お
　　　郎　　郎

訓
長
国

　
太
郎

小
大
夫

孝
門

長
信

　
二
郎

六
郎

盛
保

　
太
郎

左
衛
門
尉
　
太
郎

四
郎
大
夫

安
清

石
崎
太
郎
大
夫

通
頼

　
太
郎

安
仲

“
芝

巨

　高　　安

太二六清
郎　　郎

大

夫
盛
清

　
五
郎
太
夫

　経
三詮
郎

安
網

成
俊

久
万
弥
太
郎

弘
安
四
年

蒙
古
退
治
合
戦

河
野
通
有
属
有
大
功

長
政

　
井
門
二
郎
大
夫

久
万
太
郎
大
夫
　
　
新
太
夫

　高
北久
条

十
郎

清
永

　
太
郎

長
秀

　
太
郎

　
　
　
　
　
長
義

左
衛
門
尉
　
　
三
郎

安
重

　
次
郎

北
条
藤
吾

孝
光

　
三
郎
五
郎

　
近
藤
内
藤
伊
藤
分
流
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四
十
五
代

親
清

四
十
六
代

　
通
教
北
条
太
夫

治
承
五
年
正
月
十
五
日
於
高
縄
城
討
死

1
通
盛

通
員

中
多
太
郎

河
野
次
郎
兄
同
討
死

女
子

公
通

池
内
冠
者

妻

代

四
十
七
代

圭
目マ

通
信

河
野
四
郎
幼
名
若
松
丸
任
伊
与
守
護
職
討
奴
可
入
道
西
寂
報
父
仇
源
頼
朝
属
平
氏
追
討
有
大
勲
貞
応
二
年
五
月
十
九
目
陸
奥
平
泉
於
配
所
死
法
号
東
禅
寺
殿
与
州
前
太
守
観
光
西
念
大
居
士

豊
福
良

通
経

盛
経
ー

甲
曽
五
郎
源
義
経
為
烏
帽
子
子

河
野
小
太
郎

通
朝
　
　
六
郎

弘
兼

宗
賢

通
成次

郎

通
規

河
野
三
島
四
郎
冠
者

任
伊
与
権
介

実
伊
与
国
司

源
朝
臣
頼
義
四
男

久
安
六
年
五
月
人
日
卒

安
養
寺
殿
　
西
光

妻
親
経
女

任
伊
与
守

号
光
明
院
殿

通
胤土

居
九
郎

依
台
命

通
胤

絶
家
再
興

属
源
頼
朝

賜
房
州
平
郡

移
与
州

大
内
郷
塩
見
山
城

通
増

通
富

　
太
郎

　
賜
久
里
田
庄
冒
氏
越
智
中
山

通
方

孫
九
郎

備
中
守

通
重備

中
太
郎

父
子
元
弘
之
乱

有
功

出
雲
坊

桑
原
祖

桑
原
摂
津
守

太
郎

通
実
　
　
　
通
平

五
郎
左
衛
門
　
　
村
上
五
郎
左
衛
門
尉
頼
安
之
養
子

尉

通
国
－
通
興

　
太
郎
　
　
　
河
内
守

通
光
　
　
　
通
倫

通
景

孫
左
衛
門
尉
七
左
衛
門
尉
□
左
衛
門
尉

26



越智姓河野氏系譜」について天徳寺所蔵「伊予国造家田中弘道勉jli岡

「
窺

北
条
大
夫

盛
家

北
条
四
郎
大
夫

懸
軍

大
内
太
郎
大
夫

家
則

保
俊弥

四
郎

信
俊

重
俊

土
居
彦
太
郎
　
　
土
居
小
次
郎

太
郎
改
信
成

信
家

家
澄

　
又
太
郎
中
西
氏

家
賢

信
賢

　
弥
太
郎

　
伊
代
氏

俊
資

　
太
郎

太
郎

大
内
三
郎
大
夫

家
重

　　家

　　利
太
郎

北
条
四
郎
大
夫

家
貞

福
角
太
郎

作
家
定

実
禅
師
房
増
栄
子

盛
久

信
久

太
郎
大
夫
　
　
太
郎

盛
道

．
雪 清

増
　
福
角
左
衛
門
尉

四

郎

郎

盛

重

増
栄

家
定

　
禅
師
太
郎

　
信
家
養
子

三
郎

盛
宗

　
左
衛
門
五
郎
宮
崎
庄
領
冒
氏

禅
師
房
六
郎

資
方

盛
長

盛
喜

　
太
郎

盛
行

　
与
一

福
角
弥
太
郎

明
憲大

和
大
阿
閣
梨

基
家

太
郎
太
夫

北
条
九
郎

冒
宮
前
氏

基
経

　
宮
崎
権
守

盛
資久

枝
弥
太
郎

基
盛太

郎
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河
野
太
郎

与源母得
州頼新能
桑朝居冠
村烏大者
郡帽夫四
得子玉郎
能子氏太
庄賜女郎

備
後
守

行
通

四
郎
左
衛
門
尉

通
秀五

郎

通
時與

二

通
春

　
太
郎

　
　
千
代
寿
丸
河
野
九
郎

　
　
左
衛
門
尉

　
　
承
久
乱
為
関
東
方
有
功

　
　
賜
阿
波
国
富
田
庄

　
　
替
申
伊
与
国
久
米
郡
石
井
城

女
子
　
将
軍
家
政
所
之
母

別
府
七
郎

始
通
尚
七
郎
左
衛
門
尉

後
誹
改
称
名
如
仏
ト
云

通
真

源
二
左
京
通
正
九
良

通
朝

　
七
郎
左
衛
門
尉

僧　
　
伊
予
房

遍
上
人

　
　
実
名

壼漂
弘
安
蒙
古
討

有
功
賜
筑
前
国

女
子
　
二
人

　聖
　戒
　上
読人

通

定

仙

阿

上

人

伊

豆
房

正別実
応府名
二松
年寿通
八丸秀
月

廿

日

寂

　
十
郎

信
経

　
五
郎
領
黒
川
庄

　
叔
父
信
吉
以
故

冒
氏

通
方

通
国

通
栄

又
七
郎

太
郎

通
氏

　通
孫孝

郎

又
五
郎

栗
上
氏

　　　通

太昭
郎
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通
時

　
　
四
郎
伯
書
守

　
　
弘
安
四
年

五
十
代
蒙
古
退
治
有
功

通
継

弥
太
郎
　
蔵
人

上
野
介

母
工
藤
祐
経
女

女
子

　
北
条
相
模
守
時
宗
室

通
行

余
一

六

郎

修

理
亮

通

成

景
通

弥
九
郎

1五
通＋
有夜

長七応有弘母対隼
福月長大安井馬人
寺十元勲四門守介
殿四年功年三
ト目　賜蒙郎
号卒　多古長
　　　領退義
　　　地治女

通
氏

通
秦

七
郎

彦
四
郎

通
成

孫
九
郎
土
居
氏

通
安

通
忠

通
茂

彦
四
郎

南
氏
三
河
守

母千柚
江宝木
戸丸谷
太　八
郎　郎
行

重

立

通
貞

　
対
馬
三
郎

　
母
別
府
七
郎
左
衛
門
尉
女

通
種

粕
谷
九
郎

四
郎
右
衛
門
尉

通
乗

　
　
　
行
山
五
郎

通
時

　
　
六
郎
弾
正

　
　
左
近
少
監

通
任

通
治
九
郎

通
員

五
郎
右
衛
門
尉

今
岡
四
郎

白
滝
城
討
死

通
武

　
　
　
孫
九
郎

通
顕

十
郎

通
為

通
郷

五
十
二
代

通
治

快
範

七
郎
右
衛
門
尉

人
郎
左
衛
門
尉
　
備
前
守

通
広

侍
従
房
法
眼

通
真

五
十
三
代

　
通
朝

通
武

通
運

久
保
能
登
守

竹
王
丸
　
遠
江
守

為
細
川
討
死

五
十
四
代

通
尭

徳
王
丸

讃
岐
守
刑
部
太
輔

通
昌

　
　
　
　
刑
ア
少
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子

七
郎
　
壱
岐
守

実
通
顕
子
養

正
慶
二
年
於
六
波
羅
討
死

二
人

　
　
西
園
寺
公
俊

　
　
得
能
右
馬
助
通
定
室

彦
四
郎

山
城

通
種

　
南
氏
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五
十
一
代

一
通
村弥

太
郎

伊
与
守
入
道

復
　
河
野

号
道
冶

弘
安
戦
父
属
有
功

元
弘
乱
有
功

延
元
二
年
三
月
六
日

金
崎
城
自
害

五
十
二
代

通
綱

五
十
三
代

通
言

五
十
四
代

通
政

五
十
五
代

通
定

五
十
六
代

又
太
郎

備
後
守
入
道

元
弘
乱

後
醍
醐
帝
奉
之
有
功

父
同
自
害

弥
三
郎
　
　
　
　
弾
正
大
弼

弾
正
大
筆
　
　
　
任
伊
予
守

左
近
将
監
　
　
　
文
中
三
年
四
月
十
二
日

於
北
国
雪
中
自
害
徳
威
原
戦
死

三
一
綱
弟

右
馬
介

伊
与
守

浮
穴
館

於
桑
村
郡
佐
志
久
原

高
名
顕

通
範
－

　
　
兵

　
　
備

地域創成研究年報第5号（2010年）

詳

通
景左

衛
門
尉

通
忠新

左
衛
門
尉

通
輔

　
吉
岡
修
理
介

通
宗

　
越
後
守

者
太
郎

後
湯
築
城
主

r
p
m　　通十

道冠 ﾀ

並任弘賜於文又
庄備安阿六永太
園後四波波九郎
多守年国羅年
賜　蒙富被北
ル　古田諌条
　　退庄時式
　　治　有部
　　有　大丞
　　功　勲時
　　　　功輔

　五
通＋
純代

通
勝
－

　
但
馬
守

急
結
一

　
八
倉
館

通
親

　
因
幡
守

　
重
見
氏
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天徳寺所蔵「伊予国造家　越智姓河野氏系譜」について川岡勉・田中弘道

五
十
七
代

通
興

五
十
八
代

通
光

五
十
九
代

通
運

六
十
代

通
矩

六
十
　
代

　
通
性

．
六
十
二
代

通
能備

後
守

壱
岐
守

六
十
三
代

通
友

六
十
三
代

左
馬
頭

誰
改
通
頼

叡
山
討
死

蔵
人
頭

新
蔵
人

主
殿
頭

．
注（

1
）
川
岡
勉
「
天
徳
寺
文
書
（
乾
・
坤
）
に
つ
い
て
」
『
地
域
創
成
研
究
年
報
』
第
4
号
、
二

　
　
〇
〇
九
年
。

（
2
）
伊
予
史
談
会
文
庫
の
「
天
徳
寺
本
河
野
系
図
」
は
、
天
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
河
野

　
　
氏
の
系
図
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
越
智
宿
禰
系
図
」
「
河
野
系
図
」
「
越
智
姓
系
図
」

　
　
な
ど
と
と
も
に
「
乎
致
宿
禰
系
図
外
八
本
」
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

　
　
で
は
天
徳
寺
に
お
い
て
「
天
徳
寺
本
河
野
系
図
」
の
原
本
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

　
　
き
な
い
。

（
3
）
新
居
氏
の
記
述
を
西
条
市
の
伊
曾
乃
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
重
要
文
化
財
「
与
野
新
居
系

　
　
図
」
と
比
べ
て
み
る
と
、
高
市
氏
の
系
統
が
脱
落
し
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

（
4
）
景
浦
勉
『
河
野
氏
の
研
究
』
（
伊
予
史
料
集
成
刊
行
会
、
一
九
九
一
年
）
。
『
国
造
本
紀
』

　
　
に
は
、
越
智
氏
の
先
祖
と
み
ら
れ
る
小
市
国
造
に
つ
い
て
「
軽
嶋
曲
豆
明
朝
御
世
、
物
部
連

　
　
心
配
、
大
新
川
命
孫
子
到
命
定
賜
国
造
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
越
智
氏
は
も
と
も
と
物
部

　
　
氏
の
系
譜
を
引
く
氏
族
で
、
六
世
紀
初
頭
に
国
造
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

　
　
（
松
原
弘
宣
『
古
代
の
地
方
豪
族
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
入
年
）
。
後
年
、
物
部
氏
が
蘇

蔵
人
太
郎

左
衛
門
尉

通
慶備

後
亮
任
守

与
州
浮
孔
館

徳
威
三
楯
城
主

　
我
氏
と
の
対
立
に
敗
れ
中
央
で
政
治
力
を
弱
め
る
中
で
、
越
智
氏
は
推
古
朝
に
紀
氏
と
の

　
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
、
物
部
氏
と
の
関
係
か
ら
離
脱
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
（
松
原
弘
宣

　
　
『
古
代
瀬
戸
内
の
地
域
社
会
』
同
成
社
、
二
〇
〇
入
年
）
。

（
5
）
石
野
弥
栄
「
伊
予
国
の
荘
園
・
保
・
別
名
に
関
す
る
史
料
補
遺
」
（
『
四
国
中
世
史
研
究
』

　
五
号
、
一
九
九
九
年
）
。

（
付
記
）
本
稿
に
掲
載
し
た
「
伊
予
国
造
家
　
越
智
姓
河
野
氏
系
譜
」
は
、
天
徳
寺
に
お
い
て

　
閲
覧
し
た
本
「
系
譜
」
を
、
田
中
が
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お

　
許
し
い
た
だ
い
た
天
徳
寺
住
職
曽
根
弘
全
氏
、
同
副
住
職
曽
根
弘
充
氏
に
、
厚
く
お
礼
を

　
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
を
撮
影
し
て
い
た
だ
い
た
湯
築
城
資
料
館
学
芸

　
員
の
溝
田
直
己
氏
に
対
し
て
も
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
天
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ

　
る
資
料
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
田
中
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
し
て
い
る
（
巨
号
ミ

　
≦
≦
≦
需
な
＼
げ
9
σ
q
親
署
囲
写
ユ
。
σ
q
o
＼
ぎ
α
。
〆
馨
8
）
。
本
「
系
譜
」
に
関
し
て
も
、
よ
り
詳
細
な

　
考
察
を
加
え
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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